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▲貫通発破を終え、トンネルの渡り初めを行う関係者

幸
せ
を
運
ぶ
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
幸

せ
を
よ
ぶ
4
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

を
描
い
た
サ
ー
ブ
機
〝
夢
ひ
こ
う

き
〞
が
8
月
31
日
に
就
航
を
開
始

し
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
で
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〝
夢
ひ
こ
う
き
〞
は
、
豊
岡
の

環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
コ
ウ
ノ

ト
リ
を
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ

よ
う
と
、
豊
岡
青
年
会
議
所
が
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
テ
ー
マ
に
航
空
機

に
描
く
デ
ザ
イ
ン
を
市
内
の

小
中
学
生
か
ら
公
募
し
た
も

の
。
最
優
秀
作
品
に
は
、
豊

岡
小
学
校
6
年
生
の
山
本
あ

か
ね
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
、
そ
の
後
、
但
馬
・
大
阪

間
を
は
じ
め
、
出
雲
、
松
山
、

福
岡
、
奄
美
大
島
な
ど
の
空

港
を
就
航
す
る
1
機
の
サ
ー

ブ
機
に
、
同
青
年
会
議
所
、

但
馬
県
民
局
お
よ
び
但
馬
空

港
推
進
協
議
会
が
経
費
を
出

し
合
い
ペ
イ
ン
ト
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

当
日
、
山
本
さ
ん
な
ど
を
乗
せ

た
大
阪
空
港
発
の
軛夢
ひ
こ
う
き軣

が
但
馬
空
港
に
到
着
す
る
と
、
出

迎
え
た
多
く
の
関
係
者
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
、
機
長
な
ど
に

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
原
案

者
の
山
本
さ
ん
は
、「
こ
の
飛
行

機
が
、
豊
岡
や
い
ろ
い
ろ
な
ま
ち

に
幸
せ
や
希
望
を
運
ん
で
く
れ
る

こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
ま
し
た
。

9
月
9
日
、
豊
岡
市
日
高
町
知ち

見み

と
養
父
市
八
鹿
町
馬
瀬
ま

ぜ

を
結
ぶ

珍
坂
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
式
が
、
ト

ン
ネ
ル
坑
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
さ
1
、
5
6
3
メ
ー
ト
ル
の

同
ト
ン
ネ
ル
は
、
知
見
八
鹿
線
道

路
整
備
事
業
（
総
延
長
2
、
7
7

2
メ
ー
ト
ル
）
の
一
環
と
し
て
両

市
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
し
て
き

た
も
の
で
、
今
後
は
県
に
引
き
継

ぎ
、
ト
ン
ネ
ル
照
明
や
舗
装
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
。
完
成
す
れ
ば
県

道
と
し
て
県
下
最
長
の
ト
ン
ネ
ル

に
な
り
ま
す
。

貫
通
式
で
は
、
中
貝
市
長
と
梅

谷
養
父
市
長
が
貫
通
発
破
を
行
っ

た
後
、
関
係
者
約
1
1
0
人
が
通

り
初
め
や
万
歳
三
唱
な
ど
を
行
っ

て
貫
通
を
祝
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
後
に
開
催
さ
れ
た

貫
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
両
市
の

市
民
な
ど
約
5
0
0
人
が
参
加
。

参
加
者
の
一
人
は
、「
悲
願
の
ト

ン
ネ
ル
を
歩
い
て
感
動
し
ま
し
た
。

開
通
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

「
と
よ
お
か
作
業
所
　
愛
・
と
ー

ぷ
」
が
豊
岡
市
上
陰
に
完
成
し
、

8
月
28
日
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

社
会
福
祉
法
人
と
よ
お
か
福
祉

会
が
運
営
す
る
本
作
業
所
は
、
知

的
障
害
の
あ
る
方
が
生
き
が
い
を

も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
働

く
場
を
確
保
し
、
地
域
生
活
を
支

援
す
る
施
設
で
、
市
内
で
は
2
つ

目
に
な
り
ま
す
。
建
物
は
、
木
造

瓦
葺
平
屋
建
4
0
5
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
、
交
流

室
、
相
談
室
、
医
務
室
な
ど
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。

竣
工
式
で
と
よ
お
か
福
祉
会
の

榎
本
三
郎
理
事
長
は
、「
愛
あ
ふ

れ
る
場
所
に
し
た
い
と
い
う
思
い

を
込
め
て
愛
称
を
決
め
ま
し
た
。

第
1
と
よ
お
か
作
業
所
と
あ
わ
せ

て
障
害
者
福
祉
の
拠
点
と
な
る
よ

う
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

コ
ウ
ノ
ト
リ
夢
ひ
こ
う
き
就
航
セ
レ
モ
ニ
ー

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
描
い
た
サ
ー
ブ
機
が
登
場

知
見
八
鹿
線
「
珍
坂
ち
ん
ざ
か

ト
ン
ネ
ル
」
貫
通
式

貫
通
記
念
ウ
ォ
ー
ク
に
約
5
0
0
人
が
参
加

蜷「
愛
・
と
ー
ぷ
」
で
は
、
さ
を
り
織
り

や
陶
芸
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
、
知

的
障
害
者
の
就
業
を
支
援
す
る

▲コウノトリが描かれた“夢ひこうき〞と原案者の山
本あかねさん（中央）

第
2
と
よ
お
か
作
業
所
「
愛あ

い

・
と
ー
ぷ
」
竣
工
式

知
的
障
害
者
の
就
業
と
地
域
生
活
を
支
援
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8
月
4
日
、
豊
岡
市
や
新
潟
県

三
条
市
な
ど
、
平
成
14
年
か
ら
16

年
の
間
に
水
害
を
受
け
た
全
国
の

23
市
町
が
、
水
害
予
防
の
充
実
を

求
め
る
合
同
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
国

へ
行
い
ま
し
た
。

23
市
町
は
、
水
害
の
経
験
を
全

国
の
自
治
体
で
共
有
し
、
今
後
の

水
害
対
策
に
役
立
て
よ
う
と
昨
年

と
今
年
に
開
か
れ
た
「
水
害
サ
ミ

ッ
ト
」
に
参
加
し
た
自
治
体
で
構

成
し
て
い
ま
す
。

8
月
24
日
か
ら
9
月
1
日
に
か

け
て
、
市
内
6
会
場
に
市
長
な
ど

が
出
向
き
「
市
民
環
境
懇
談
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
、
市
環
境
審
議

会
を
中
心
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
市
環
境
基
本
条
例
や
環
境
基

本
計
画
な
ど
に
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。

各
会
場
で
は
、
ま
ず
市
長
が
コ

ウ
ノ
ト
リ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
た
豊

か
な
環
境
の
創
造
に
つ
い
て
説

明
。
そ
の
後
、
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、「
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
人

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
」「
コ
ウ

ノ
ト
リ
だ
け
で
な
く
有
害
鳥
獣
対

策
も
積
極
的
に
対
応
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
多
く
の
意
見
が
参
加
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
で
は
、
今
回
、
寄
せ

ら
れ
た
意
見
を
も
と
に
、
年
度
内

を
目
途
に
条
例
と
基
本
計
画
を
策

定
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
懇
談

会
に
お
け
る
意
見
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
に
日
本
最
大
の
モ
ン

ゴ
ル
に
関
す
る
博
物
館
と
し
て
整

備
し
た
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博

物
館
の
入
館
者
が
8
月
25
日
、
30

万
人
に
到
達
し
ま
し
た
。

30
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
岡
山

市
か
ら
訪
れ
た
上
西
文
雄
さ
ん

で
、
市
長
と
と
も
に
く
す
玉
割
り

を
し
て
祝
う
と
と
も
に
、
認
定
証

や
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

上
西
さ
ん
は
、「
今
年
3
月
に
定

年
を
迎
え
、
妻
へ

の
慰
労
旅
行
の
最

中
、
た
ま
た
ま
こ

の
博
物
館
を
見
つ

け
、
興
味
を
覚
え

立
ち
寄
り
ま
し
た
。

こ
の
様
な
記
念
す

べ
き
場
に
立
ち
会

う
こ
と
が
で
き
て
、

本
当
に
う
れ
し
い

で
す
」
と
満
面
の

笑
み
で
し
た
。

市
民
環
境
懇
談
会
を
市
内
6
会
場
で
開
催

環
境
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

豊
岡
市
な
ど
大
水
害
被
災
市
町
が
国
へ
要
望
書
提
出

水
害
予
防
の
充
実
を
緊
急
ア
ピ
ー
ル

日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
民
族
博
物
館
の
入
館
者
30
万
人
達
成

認
定
証
や
記
念
品
を
贈
呈
し
祝
福

豊
岡
市
の
市
旗
を
制
定
し
ま
し
た

9
月
1
日
、
新
「
豊
岡
市
」
の

市
旗
を
制
定
し
、
中
貝
市
長
と
綿

貫
市
議
会
議
長
の
手
に
よ
っ
て
、

市
役
所
本
庁
舎
正

面
玄
関
上
（
庁
舎

2
階
）
に
掲
揚
し

ま
し
た
。

市
旗
は
、
白
の

地
色
に
濃
い
青
色

で
市
章
が
染
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
同

日
に
、
各
総
合
支

所
や
国
体
競
技
会

場
に
も
市
旗
を
配
置
。
今
後
は
、

市
立
の
小
中
学
校
や
体
育
・
文
化

施
設
な
ど
に
も
配
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
ど
豊
岡
市
市
勢
要
覧

「
と
よ
お
か
豆
事
典
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
大
き
さ
は
手
に
持
ち
や

す
い
A
5
版
で
、
ペ
ー
ジ
数
は
42

ペ
ー
ジ
で
す
。
数
に
限
り
は
あ
り

ま
す
が
、
ご
希
望
の
方
に
は
、
無

料
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
秘
書
広

報
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
総
務
課

に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

市
勢
要
覧
を
作
成
　

蜻
入
館
者
30
万
人
目
の
認
定
証
を
受
け

取
っ
て
記
念
撮
影
す
る
上
西
夫
妻

▲市旗を掲揚する中貝市長と綿貫議長

当
日
は
、
水
害
サ
ミ
ッ
ト
発
起

人
4
市
町
の
中
か
ら
豊
岡
市
長
、

新
潟
県
見
附
み
つ
け

市
長
、
新
潟
県
三
条

市
長
が
、
安
倍
官
房
長
官
、
北
側

国
土
交
通
大
臣
な
ど
の
政
府
要
人

な
ど
に
、
災
害
に
遭
っ
て
初
め
て

対
策
が
講
じ
ら
れ
る
「
再
度
災
害

防
止
」
の
観
点
か
ら
で
は
な
く
、

よ
り
効
果
の
あ
る
予
防
的
な
対
策

が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
重
点

を
置
い
た
合
同
要
望
書
を
直
接
提

出
し
ま
し
た
。


